
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

本日の修了式をもって福井市日之出小学校の１年間の教育活動が終了しました。命に関わるような大き

な事件や事故もなく、児童一人一人が健康で充実した学校生活を送ることができましたのも、保護者の皆

様や地域の方々の深いご理解とあたたかなご支援の賜と、心よりお礼申し上げます。 

 今年度は、５月８日に新型コロナウイルス感染症の扱いが２類から５類に移行し、様々な学習や活動が活気づ

きました。もう以前のようなピリピリした対策を講じることはなく、感染予防に配慮しながらの取組となり、あ

っという間に勢いづいた学校の姿が戻ってきました。コロナ禍により得た力と失ったものを忘れずに、これから

の生活に生かしていきたいものです。 

 この１年を振り返ると、様々なドラマがありました。全力で生きる子供たちからは大きなエネルギーと力強い

勇気をもらいました。子供たちの１つ１つの言動が感動を与えてくれます。また、それに携わる教職員の姿にも、

とても感心させられています。毎日が魂と魂の本気のぶつかり合いであり、そこには尊敬に値する光景が広がっ

ています。私にとって自慢の日之出小の子供たちと教職員です。 

 本日「あゆみ」をお渡ししました。どうぞ親子でご一緒にご覧になり、成長の足

跡をお確かめください。そして、ご家族の言葉で１年の成長を祝ってあげてほしい

と思います。子供たちは大きな自信と深い愛情を感じるに相違ありません。それ

が、新年度への新たなエネルギーになると考えます。 

 私たち教職員も子供たちの成長を振り返りながらも、一人一人の課題を明らか

にし、その改善に向けて来年度も丁寧に指導にあたりたいと思っております。新年

度も変わらぬご理解とご支援をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024. 3.22 
№13 学校だより 福井市日之出小学校 

令和５年度３月最終号 
 

〒910-0859 日之出 5-11-1 
Tel54-1551  Fax 54-1550 

Email：hinod-e@fukui-city.ed.jp 
URL：www.fukui-city.ed.jp/hinode-e/ 

○あいさつ 

○いのち 

○うんどう 

○えがお 

○おもいやり 

学校では、この期間、有意義に過ごすことができるように下記の内容を

発達段階に応じて指導いたしました。 

      ３月１２日（火）に日之出小学校第９６回の卒業証書授
与式が行われました。肌寒い涙雨の中、小倉ＰＴＡ会長様
をはじめ、多数の保護者の皆様に出席していただき、厳粛
な中にもあたたかな雰囲気で６年生の卒業をお祝いしまし
た。巣立っていった６６人が大きく羽ばたき、一人一人の
夢を追いかけてほしいと願っています 

 

１ 生命や人権の尊重 

□お互いの違いを理解し、自分も他人も尊重するという「共生の心」

が大切であり、自他の命の大切さについての指導や「生きる力」を

はぐくむ指導。 

□自殺や自傷行為、児童虐待の防止については十分な注意を払い、児

童のサインを見逃さないようにする。（教師側） 

□長期休業に伴う空白感等の心の揺れに配慮した指導。併せて、相談

機関等について周知。 

 □社会規範や学校のきまり、さらに、物事の善悪の区別など人間とし

ての基本的な倫理観や規範意識を児童に体得させるとともに、節度

ある生活を送ることができるように指導。 

（１）休業期間中の家庭において児

童の見守りをお願いします。 

 

（２）児童の悩みや変化についての

相談窓口を最後に掲載します。も

ちろん学校にも遠慮無くご相談

ください。（５４－１５５１） 

春休みにおける児童の指導について 

保護者の皆様にお願いしたいこと 

mailto:hinod-e@fukui-city.ed.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               1 年間どうもありがとうございました。 

  新年度も、ご理解とご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 
 

 

   

＜福井市学校版環境 ISO＞  

１年間「窓」をご愛読いただきありがとうございました。 

 

２ 健康かつ安全で充実した生活、事故や非行の未然防止 

□規則正しい健康的な生活と家族や地域の一員としての自覚について指導。 

（計画的な生活、家事の手伝い、家族と共に触れ合う時間の増加） 

□不審者への対応を指導。 

（複数での活動、早めの帰宅、防犯ブザーの携帯、緊急避難場所及び駆け込み所の確認、学校への連絡） 

□交通事故の防止を指導。 

（自転車のマナー及び交通道徳の確認、自転車通学に関する規程遵守） 

※万一、事故に遭ったときには、「相手の名前」、「電話番号」等を聞きとり、必ず保護者や学校に連絡す

るように指導。 

□危険な場所での遊びについて指導。 

（海岸･河川･用水池･ほら穴･工事現場や鉄道の付近等の危険場所での遊び、火気の使用及び花火等の火

を使った遊び） 

□携帯電話･スマートフォン･インターネット等による問題行動防止について指導。 

（情報モラルの遵守、不適切な使用および逸脱行為の禁止、フィルタリングの徹底） 

□その他指導。 

（深夜徘徊･無断外泊の防止、通信機器の利用に関するルール作りについて、 

金銭の乱費、金品の貸し借り・恐喝） 

 

（１）家庭での読書やお手伝いを通して、児童に家族の一員としての役割を与えることは大切です。 

（２）深夜はいかい、無断外泊、情報機器（携帯電話、スマートフォン、パソコン等）の濫用などについ

て、児童への指導・監督にあたるようお願いします。 

（３）保護者同士が連絡をとりあうなど、児童の外出先やその行き帰りの安全に配慮し、万一、事件や

事故に遭ったときには警察に通報し、学校にも連絡をお願いします。（５４－１５５１） 特に、ネ

ット・ゲーム依存の症状（いつもネット・ゲームの事を考えている、ネット・ゲームができないと

イライラする、家族に嘘をついてネット・ゲームを利用する等）が見られないか観察し、依存によ

る睡眠障害、意欲低下、浪費および暴言・暴力等が生じないように、家庭内でネット・ゲームの使

用に関するルールを見直しながら運用していきましょう。 

（４）毎日の気象情報に関心をもち、天候の急変が予想される場合には児童にも注意を促すよう働きか

けるとともに、地震や大雪など不慮の事態が発生した場合の、家庭内での連絡体制についても日ご

ろから話し合うようにしておきましょう。 

（５）フィルタリングソフトを導入していないパソコンやスマートフォン等を使用することは危険です。

「出会い系サイト」やＳＮＳなども危険です。フィルタリング等を積極的に導入しましょう。 

（６）新聞・テレビ等で報道される青少年に関わる様々な出来事について、親子で話し合いましょう。 
 

問題やお悩みがあるときは、些細なことでも遠慮無く学校までご相談ください。 

（５４－１５５１）担任や教育相談担当などが対応させていただきます。 

また、相談機関に関する情報を掲載いたしますので、ご利用ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


